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新規感染者（新規自主療養届発行者数を含む）の推移（実数・日別）
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年代別感染者の推移（週別）
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新規陽性患者数とクラスター未終結施設数



（確保病床はその時点における病床確保フェーズの確保病床）

病床と入院者数の推移
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■病床利用率の推移

※病床利用率は、最終的な確保病床に対する現在の入院者数で計算。

■病床と入院者数の推移

2022年7月27日現在



（３回目接種）接種実績及び接種率

※表中に記載されている対象者数は最新時点の接種率の計算で用いた数値であり、それ以前の接種率の算出に用いた対象者数とは異なります。
※VRSは登録にタイムラグがあるため、同じ日の接種実績でも抽出時点によって数値が異なります（「前日からの増加数」には、抽出時点で新たに登録された「該当日より前の接種実績」も含みます。）。
※12歳以上の実績には年齢不明者も含まれます。不明者の実績：県23.4%、国28.0%（7月24日時点）

対象
（初回接種完了者）

集計方法
7/25
月

7/26
火

7/27
水

全国
（最新時点）

12歳以上
7,389,490人

累
計

３回目接種済数（回） 5,760,293 5,767,573 5,773,143 79,489,144

３回目接種率 78.0% 78.1% 78.1% 78.6%

└全人口接種率※国の公表数値

（人口：9,220,245人）
62.5% 62.6% 62.6% 62.8%

12歳から39歳
（若年層）
2,187,012人

累
計

３回目接種済数（回） 1,276,872 1,280,508 1,283,398 16,529,315

３回目接種率 58.4% 58.6% 58.7% 57.9%

└若年層人口接種率
（人口：2,738,505人）

46.6% 46.8% 46.9% 45.7%

12歳から64歳
5,098,737人

累
計

３回目接種済数（回） 3,640,233 3,646,694 3,651,621 46,829,934

３回目接種率 71.4% 71.5% 71.6% 70.9%

高齢者
2,187,047人

累
計

３回目接種済数（回） 2,096,090 2,096,637 2,097,212 32,283,827

３回目接種率 95.8% 95.9% 95.9% 95.7%

└高齢者人口接種率※国の公表数値

（人口：2,327,286人）
90.1% 90.1% 90.1% 90.3%
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４回目接種 対象者拡大について
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接種対象者

３回目接種から５ヶ月以上経過した
• 60歳以上の方
• 18歳～60歳未満の基礎疾患その他重症化リスクが高いと医師

が認める方

追加となる
対象者

重症化リスクが高い多くの方に対してサービスを提供する医療従
事者等及び高齢者施設・障害者施設等の従事者
• 医療従事者等
-病院、診療所、薬局等における医師・薬剤師その他職員
（診療科、職種は限定しない）

• 高齢者施設等従事者
-高齢者や障害者等が入所・居住する社会福祉施設等従事者
-居宅サービス事業所等及び訪問系サービス事業者

７月２２日より対象者が拡大



7

対象
（3回目接種完了者）

集計方法 7/25月 7/26火 7/27水 全国
（最新時点）

60歳以上
2,526,826人

累
計

４回目接種済数（回） 598,056 645,200 685,483 9,443,642

４回目接種率 23.68% 25.53% 27.12% 24.54%

└ 60歳以上人口接種率※国の公表数値

（人口：2,822,561人）
21.19% 22.86% 24.29% 21.87%

18歳～59歳
（基礎疾患保有者・医療従事者等）

累
計

４回目接種済数（回） 21,088 23,882 26,275 252,907

※参考 （４回目接種）接種実績及び接種率

※重症化リスク対象の実績には年齢不明者も含まれます。
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第７波の医療体制逼迫の構図
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入院医療体制の強化（病床確保フェーズの引き上げ等）
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○ 中等症・軽症の入院患者に増加傾向が見られることを踏まえ、中等症・軽症の病床確保フェー

ズを「３」から「４」に引き上げ。（重症患者は増加傾向にないため、「１」のまま。）

確保病床 重症 100床 → 100床 （増減なし）

中等症・軽症 1,540床 → 1,890床 （＋350床）

計 1,640床 → 1,990床 （＋350床）

「病床確保フェーズ」の引き上げ （7月26日）

○ 県の新たな感染対策指針 → 病棟単位から病室単位のゾーニングで対応可能となるなど、

地域医療の中でより広く患者を受け入れていただく方向性

〇 コロナ患者の入院受入実績のない病院をはじめ、さらに多くの病院でコロナ患者の入院に

対応いただきたい旨、協力検討を依頼

新たな病床確保に向けた協力依頼 （7月21日）



外来逼迫の緩和に向けた「自主療養」の促進
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１ セルフテスト（抗原検査キット陽性等）とWebでの「自主療養届」

により、医療機関の受診や保健所を経由することなく療養開始が可能

２ 自主療養中はＡＩコールが健康管理をサポート。体調悪化時は

医療スタッフが対応するコールセンター「コロナ１１９」で相談

３ 療養終了後に保険請求等のための「療養証明書」の発行が可能

全国に先駆けた神奈川の「自主療養届出制度」
（令和４年１月運用開始）

重症化リスクの低い方の自主療養を促進することで

限られた医療資源を、高齢者、基礎疾患＊をお持ちの方等、

重症化リスクの高い「ハイリスク者」に重点化

＊糖尿病、慢性呼吸器疾患、心血管疾患、慢性腎臓病等
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自主療養の促進→ハイリスク者・重症者への医療資源の重点化
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自主療養の促進→ハイリスク者・重症者への医療資源の重点化
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県ホームページ／新型コロナウイルス感染症対策ポータル



感染拡大に伴う患者サービスの重点化
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１ パルスオキシメーターの配布を

重点観察対象者（＝高齢者、基礎疾患をお持ちの方

等、重症化リスクが高い「ハイリスク者」）

に重点化

２ 療養者への配食サービスを

経済困窮者に重点化
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医療機関のみなさまへ

１. コロナ患者対応を行ってこなかった病院も、病床の確保にご協力ください

２. コロナ患者対応を行ってこなかった診療所も、発熱診療医療機関（外来）にご協力ください

県民のみなさまへ

１. ハイリスク者以外の方は、自主療養を第一の選択としてください

２. そのために、抗原検査キットや食料の備蓄をしてください

３. 発熱等の発症時には、抗原検査キットによるセルフチェックを積極的にご活用ください

４. マスクの適切な着脱や換気など、日頃から基本的感染対策の徹底をお願いします。

５. ワクチン接種（３回目、４回目）を積極的にご検討ください



軽症・無症状の方は、発熱外来を受診せず自主療養をお願いします！
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１ Webフォームから「自主療養」を申し込みます

申請できるのは、ハイリスク者以外の方です。

申請には、お手元で陽性反応が出た「抗原検査キット」の画像が必要です。

自主療養の詳細は
こちら

２ 「自主療養届」が発行されます

学校や勤務先に、療養中であることを証明できます。

３ 後日「療養証明書」を発行できます

保険金支払いに使用できる保険会社は県HPをご確認ください。
なお、発行できるのは県内在住者に限ります。




